
＜校務利用＞ ③ 生成AIによる学校ホームページの記事の作成

かすみがうら市立霞ヶ浦南小学校（茨城県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A1

◇記事作成の負担軽減と更新頻度の向上を目指し、校内でのICT研修を通じて生成AI（ChatGPT）によ
る活用方法を導入した。
◇学校ホームページの記事作成の負担が軽減され、更新頻度が前年比2.31倍増加した。
◇職員間では生成AI活用に対する抵抗感が減少され、新たな業務への応用を模索する動きも活発
化している。

①過去の記事１２個と指示文を
入
力したプロンプトをChatGPTへ
入力

②記事になるヒントを入力

③ChatGPTが記事を作成

④作成された記事を担当者が修
正



＜教育利用＞ ③ １年生国語 生成AIによる画像のマジック生成及び「そうだんカード」の活用

かすみがうら市立霞ヶ浦南小学校（茨城県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B1

＜授業の概要＞
児童は教材文「サラダでげんき」を読み、登場する人物たちの行動や会話から内容の大体を捉える。本時で
は、主人公のお母さんのために「おいしくて元気なサラダ」とはどんなサラダなのか、自分なら登場人物にど
んなことを教えるのかを考える。読み取った内容を生かし、自分の好物や特技などと関連させ、主人公に薦め
る材料とその理由を表現する。

導入では、教材文の内容を振り返
らせ、本時の学習意欲を高めるた
め、Canvaのマジック生成でサラ
ダの画像を作成し、提示した。

＜活用の効果＞
サラダの画像を生成AIで作成し提示したことで、児童の学習意欲を喚起し、主体的に学習に取り組ませるこ
とができた。また、「そうだんカード」という形で生成AIを活用させたことで、児童には「自力で課題を解決
するグループ」や「生成AIの提案を聞いて考えを広げるグループ」など、課題の解決方法を児童自身で選択さ
せながら学習活動を展開することができた。

個人やグループでの考えのほかに、
どのような考えがあるのか、思考
が行き詰まった場合に「そうだん
カード」を使用し、生成AI
（ChatCPT）に提案させることで、
視点を広げ、考えを深めるための
ヒントとなるようにした。

まとめでは、各グループが作った
「おいしくて元気になるサラダ」
の画像をCanvaのマジック生成で
作成し、次時への意欲付けとした。



＜教育利用＞ ③ ２年生学級活動 生成AIによる栄養バランス評価と献立ブラッシュアップ

かすみがうら市立霞ヶ浦南小学校（茨城県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B2

＜授業の概要＞
学級活動で「すききらいせずになんでも食べよう」というテーマで食育を進める。目標は、食べ物の三つの
働き（赤・黄・緑）を理解し、バランスの取れた食事について考え、好き嫌いなく食べる力を育むこと。具体
的には、児童は栄養素に関する知識を深め、グループでの協力を通じて健康的な献立を作成する。また、生成
AIを活用して献立の改善点を見付け、栄養バランスを再確認する。

生成AIに担任が考えた献立を

評価させ、課題を見付け出す。
生成AIによる評価を通じて、

バランスの悪い献立の改善点
を探る。

＜活用の効果＞
生成AIを活用することで、学習意欲や協働性が高まり、児童は自分の献立を評価・改善しながら、栄養バラ
ンスや食事の重要性を実践的に学ぶことができた。

グループで考えた献立を生成AIに
評価させ、そのフィードバックを
基に献立を改善・バージョン ア
ップする。生成AIの意見を活用し、
よりバランスのよい食事を目指す。

学習の終わりに、生成AIのフィー
ドバックを参考にして献立の改善
点を明確にし、その結果を振り返
りとして活用することで、学びを
深める。



＜教育利用＞ ③ ３年生学級活動 生成AIによる「うがいのポイント」の整理と自己評価の支援

かすみがうら市立霞ヶ浦南小学校（茨城県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B3

＜授業の概要＞
児童は、「けんこうな生活」をテーマに、うがいの重要性と正しい方法を学ぶ。目標は、うがいの効果や方
法を理解し、実践できるようになること、またルーブリックを活用して自分の生活を振り返り、改善しようと
する意欲を高めること。教師は、実態調査に基づき、うがいが十分に実践されていない児童の意識を高めるた
め、生成AIを使ってうがいのポイントをまとめ、自己評価と振り返りを行わせるようにした。

児童にはグルー
プごとに「うが
いのポイント」
を考えさせ、教
師は、生成AI
（ChatGPT）を
使ってそれらの
アイデアをまと
める。生成AIは、
児童が出したア
イデアを整理し、
効果的なうがい
の方法を提供す
る。

＜活用の効果＞
生成AIを活用することで、児童は「うがいのポイント」を効率的に整理し、グループで考えた内容をフィー

ドバックを通じてより深めることができた。また、自己評価を通じて、実践的な改善意識を高めることができ
た。

教師は、生成AI
がまとめた「う
がいのポイン
ト」を、授業の
振り返りで使用
するルーブリッ
クの評価項目に
反映させる。児
童は生成AIから
のフィードバッ
クを基に、自身
のうがいの実践
について自己評
価を行い、今後
改善すべき点を
明確にする。



かすみがうら市立霞ヶ浦南小学校リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

＜授業の概要＞

この授業では、児童が幅跳びの基本動作（助走、踏み切り、空中動作、着地）を習得し、自己の課題を見付
けて解決するための練習を行った。その中で、生成AIを活用して振り返りのフィードバックやルーブリックの
自己評価に対する個別のアドバイスを行った。

前時までの児童の振り返りや生成
AIからのフィードバックを参考に、
本時のめあてを設定する。

＜活用の効果＞
生成AIの活用により、児童は個別のアドバイスやフィードバックを受けながら、自己の課題を明確化し、効
率的に改善策を見付けることで、学習意欲を高めることができた。また、協働的なグループ活動の中で生成AI

からのアドバイスを活用することは、仲間と共に技術向上を図りながら学ぶ楽しさを実感することにつながっ
た。

生成AIを使って、ルーブリックの
自己評価に基づいたアドバイスを
児童に提示し、各自の練習内容を
改善する手助けを行うことで、児
童は自分の課題を認識し、改善に
向けた具体的な目標を立てやすく
なる。

Googleフォームを使って児童の振
り返りを収集し、前時のフィード
バックや生成AIのアドバイスを確
認しながら次回の目標を設定させ
ることで、学びの定着を図り、次
回への意欲を高める。

様式Ⅲ-B5

＜教育利用＞ ③ ４年生体育 生成AIによる「幅跳び」における技術改善アドバイスとルーブリッ
クの自己評価の活用



＜教育利用＞ ③ ５年生保健体育 生成AIによる過去のけがデータ分析と予防策の効果予測

かすみがうら市立霞ヶ浦南小学校（茨城県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B6

＜授業の概要＞

本時は、児童が学校生活や外遊びにおける事故やけがの原因を理解し、その予防策を協働的に話し合うこと
で、安全意識を高めることを目的としている。生成AI（ChatGPT）を活用して過去のけがのデータ分析や予防
策の効果予測を行い、児童の思考力と安全意識を育む。

＜活用の効果＞
児童には生成AIを活用して過去のけがのデータを数値化したものを提示し、視覚的効果を高めながら、予防
策の効果を様々な視点から思考させることができた。また、生成AIによる予測結果を参考にすることで、児童
の課題解決に向けた意欲が著しく向上し、安全意識を深めることができた。

事前に学校内で発
生したけがに関す
る記録を生成AI
（ChatGPT）に読
み込ませ、けがが
起こりやすい場所
やその種類を分析
した資料を児童に
提示することで、
けがの原因を多角
的に考え、予防策
に対する理解を深
められるようにす
る。

「児童が提案した
けがの予防策を実
行した場合、どの
くらいけがが減少
しますか。」とい
うプロンプトを打
ち込むことで、学
校のけがの防止に
ついてより深く理
解し、問題解決に
向けてさらに多く
の視点で考えられ
るようにする。
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